
表 紙

４月１日 現在 前月比

男 7,504人 (－33)

女 7,725人 (－49)

計 15,229人 (－82)

世帯数 5,384戸 (－２)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… １人
死亡…… 30人
転入…… 52人
転出…… 105人
婚姻…… ４組

市の人口と世帯
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ともだち何人できるかな？
新しい出発を迎える春。おもだか保育園では０歳～２歳

の９人の新園児たちが入園式に出席しました。いつもとは
違う雰囲気に緊張した様子でしたが、年長組のお兄さん、
お姉さんから歓迎のプレゼントをもらい、お迎えの歌を歌
ってもらうと、とたんに元気いっぱい、歌に合わせて体を
動かす子も。明日からはみんなと一緒に遊ぶ生活が待って
います。ともだちいっぱいできるといいね！

（４月５日 おもだか保育園入園式)



新
し
い
計
画
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
間
で
目
指
し
て
い
く
ま
ち
の
将

来
像
を
、「
こ
の
ま
ち
で
と
も
に
生

き
る

し
あ
わ
せ
な
時
を
刻
む
ま
ち

尾
花
沢
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

目
指
し
て
き
た
〝
元
気
な
尾
花
沢
〞

を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
な
が
ら
、
先
人

た
ち
が
築
き
上
げ
た
本
市
の
魅
力
を

さ
ら
に
磨
い
て
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
け
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

若
者
の
夢
が
輝
き
、
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、市
民
の
皆
さ
ま
に
は「
こ

の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」、
市

外
の
方
に
は
「
あ
の
ま
ち
で
暮
ら
し

て
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
尾
花
沢
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

５
つ
の
「
政
策
の
柱
」
を
基
本
目
標

に
掲
げ
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、「
第

政策の柱２
(子育て・教育）

※主な事業
５ページ

ふるさと愛を
育むまち

政策の柱３
(健康・医療・福祉）

※主な事業
６ページ

健康長寿と
絆のまち

政策の柱４
(都市基盤・住環境）

※主な事業
７ページ

暮らしやすく
住み続けられる

まち

政策の柱５
(協働・行財政）

※主な事業
８ページ

笑顔の花咲く
交流と協働の

まち
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７
次
尾
花
沢
市
総
合
振
興
計
画
」
の

初
年
度
に
着
実
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
流
れ

を
踏
ま
え
た
新
た
な
取
組
み
に
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
と
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
る
た
め
、
４
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
変
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

各
課
の
横
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

取
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
行
政
の
役

割
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
自
治

体
の
推
進
に
取
り
組
み
な
が
ら
業
務

の
効
率
化
を
進
め
、
よ
り
き
め
細
か

で
利
便
性
に
優
れ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
第
７
次

尾
花
沢
市
総
合
振
興
計
画
」
の
体

系
と
、
今
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

新
た
な
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て

～まちの将来像と5つの政策の柱～

まちの将来像

今後10年間の新たなまちづくりを目指して

これからも市民と行政とによる協働のまちづくりを進めていくためには、子どもから高齢者まで、
本市に集うすべての人が未来の尾花沢を具体的にイメージできることが大切です。
｢こんな尾花沢がいいな｣という、これからの10年間で目指していく｢まちの将来像｣を、次のとおり
定めました。

このまちで ともに 生きる
しあわせな時を刻むまち 尾花沢

まちの将来像の実現に向け、各分野で連携し、４つのテーマで重点プロジェクトを掲げます。
これらのプロジェクトでは、時代の流れを捉えながら、ライフステージごとに変化する市民の
ニーズに寄り添ったまちづくりを進めます。

●ふるさと一番！定住促進プロジェクト（９ページ参照）
若い世代の地元定着とふるさと回帰をめざして

●あのまちで暮らしてみたい！移住促進プロジェクト
移住の地として選ばれるまちをめざして
●子育て日本一への挑戦！子育て応援プロジェクト
出会いから結婚、子育てを応援するまちをめざして
●生涯幸せ！健康長寿プロジェクト
年を重ねても暮らしやすさを実感できるまちをめざして

＜４つの重点プロジェクト＞

５つの政策の柱

政策の柱１
(産業振興）

※主な事業
４ページ

キラリと光る
産業のまち

５
つ
の
政
策
の
柱
と

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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令和３年度 主な事業

キラリと光る産業のまち

やりがいの
ある農業

地域産業の振興は定住人口の増加と地域活性化の「原動力」です。
グローバル化する社会経済情勢を見据え、世界を意識しながら、本市の地域特性を活かした
足腰の強い産業振興と雇用の創出を図り、一人ひとりがいきいきと働くキラリと光る産業のま
ちを目指します。

政策の柱１ 産業振興
牽引する
商工業

魅了する
観光業× ×

◆徳良湖築堤100周年記念事業【新規】1,369万円
＜総合政策課・農林課・商工観光課・社会教育課＞

徳良湖築堤100周年を祝うため、徳良湖一周花笠おどり、県
内ゆかりの歌手による野外ステージ、記念植樹、徳良湖フォト
コンテスト、全国花笠マラソン大会などを開催します。

◆徳良湖周辺施設整備事業【継続】3,000万円 ＜商工観光課＞
グラウンドゴルフ場向かい側の丘陵地に新たに花畑を造成し、
観光地としての徳良湖の魅力向上を図ります。

◆レストラン徳良湖改修事業【継続】2,113万円
＜商工観光課＞

レストラン徳良湖の環境整備として、既存トイレの改修と多
目的トイレを新しく設置するなどの工事を行います。

◆儲かる農業支援事業【新規】1,110万円 ＜農林課＞
認定農業者や農業後継者、新規就農者等を対象に、夏すいか
日本一の尾花沢すいかの生産基盤強化とスマート農業技術の導
入に特化して支援します。

◆就農移住者支援事業【新規】1,007万円 ＜農林課＞
農業の担い手を確保するため、本市に移住し就農しようとす
る方と、研修生の指導にあたる市内在住農家を支援します。

◆雪のラブレター20周年記念本発行事業【新規】400万円
＜商工観光課＞

これまでの作品を集めて書籍化します。

◆地域活性化起業人推進事業【新規】560万円 ＜商工観光課＞
民間企業の社員を受け入れ、そのノウハウを活かして地域の
魅力や価値の向上につなげるための事業を行います。

地域資源を活かした活力あるまち

▲築堤から100周年を迎える徳良湖。老若男
女問わず、より一層親しまれる環境づくり
が進められている。

▲地域の魅力発掘は市の観光業にとって重要。
昨年12月には新たな試みとして銀山温泉
街でプロジェクションマッピングが行われ
た。

▲農業の担い手確保のため、移住者向け農業
体験なども実施している。

令和３年度 主な事業

ふるさと愛を育むまち
少子高齢化と人口減少の克服には、子どもが健やかに成長できる環境づくりが最も重要です。
グローバル化がますます進む21世紀を生きる子どもたちが、国際感覚を持ちながら個性と
創造力を伸ばすことができるよう、子育て環境と学校教育の充実、さらには、生涯にわたって
生きがいを持てる環境づくりを進め、市民一人ひとりのふるさと愛を育むまちを目指します。

政策の柱２ 子育て・教育

◆結婚・出産祝品支給事業【拡充】775万円 ＜市民税務課＞
少子化対策と定住対策を後押しするため、婚姻届を提出され
た方１組につき、市内で使える商品券など５万円相当の結婚祝
品を贈呈します。またお子さんが生まれた際に、10万円および
地場産品等５千円相当の出産祝品を贈呈します。

◆ワーク・ライフ・バランス実践企業支援事業【新規】50万円
＜社会教育課＞

仕事と家庭の両立を後押しするため、女性の管理職登用や男
性社員の育児休暇等を実践する市内の企業・団体等を支援しま
す。

◆病児病後児保育事業【継続】1,055万円 ＜福祉課＞
令和2年度に開始した病児病後児保育を継続し、安心して子
育てできる環境の充実を図ります。（乳児～小学生を対象）

◆ICT活用授業支援事業【新規】396万円 ＜こども教育課＞
令和2年度に市内全小中学校に導入したタブレット端末を活
用し、時代に合った授業のあり方を支援します。（GIGAスクー
ルの推進）

◆漢字検定受験料助成事業【新規】43万円 ＜こども教育課＞
漢字の習得を図り、児童のチャレンジ精神を応援します。（小
学校５・６年生は７級、６年生は６級に挑戦）

◆芭蕉・清風歴史資料館特別展【新規】169万円＜社会教育課＞
｢鈴木清風没後300年」「徳良湖築堤100年記念」「上の畑焼復興
40年の歩み」の3つの特別展を開催します。

◆オリンピック・パラリンピック関連事業【新規】909万円
＜社会教育課＞

聖火リレーをはじめとするオリンピック・パラリンピック関
連事業を開催し、「希望の道を、つなごう。」のコンセプトのも
と、市民みんなで応援します。

若者の定着と子育て日本一のまち

▲人口減少、少子化に歯止めをかけるため、
結婚祝品や出産祝品を充実するなど様々な
対策をとっている。

▲昨年7月に開設された病児病後児保育施設
「なないろ」。仕事と子育ての両立を後押し
している。

▲男女共同参画社会の中では、市民や市内に
勤務する一人一人の意識高揚も必要。2月
25日には市主催で女性活躍推進研修会を開
催した。

未来を担う
人づくり

生涯を
通じた学び

歴史文化の
継承× ×



▲3月には新型コロナウイルスワクチン集団
接種のシミュレーションを実施。スムーズ
な接種が行えるよう手順を確認した。
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令和３年度 主な事業令和３年度 主な事業

少子高齢社会を迎えた今日、健康長寿社会の形成は重要なテーマの一つです。
市民自身の健康づくりへの意欲と地域の結び付きを大切に、互いに支え合いながら「自分ら
しく活躍し、自分らしく生きる」ことができるよう、健康長寿と絆のまちを目指します。

政策の柱３ 健康・医療・福祉
歳を重ねる
のが楽しい

みんなが
つながる×

◆公共交通再編事業【新規】886万円 ＜市民税務課＞
地域の特性に合わせた公共交通の再編を進めます。
・利用率の低い牛房野線の路線バスを廃止し、代わりにタクシ
ーの料金を補助し、利用者の足の確保に努めます。
・高校生の通学時間帯に合わせて、市内～大石田駅の間の路線
バスを開設します。

◆高齢者社会参加促進事業【拡充】1,141万円 ＜福祉課＞
高齢者の社会参加促進と生活圏の拡大を図るため、高齢者お
もいやりタクシー事業の対象者を、普通自動車免許を持ってい
ない満65歳以上の方に拡充します。（対象年齢の引き下げ）

◆地域福祉活動推進事業【拡充】809万円 ＜福祉課＞
福祉ネットワーク事業によるお年寄りの見守りや、高齢者の
居場所づくりを推進します。
・福祉協力員による災害時の安否確認や日常の見守り、ゴミ出
し、買い物などの家事補助や、除雪を行う活動費を増額。
・各集落で行われる高齢者のお茶飲み会への助成を増額。

◆老人クラブ助成金【拡充】186万円 ＜福祉課＞
老人クラブ活動費に対する助成を増額します。

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業【新規】7,820万円
＜健康増進課＞

ワクチン接種をスムーズに行えるよう、予約システムやコー
ルセンターでの受付体制を整え、市医師会の協力により集団接
種を実施します。

◆成年後見センター設置事業【新規】110万円 ＜福祉課＞
成年後見制度についての広報活動や市民からの相談、問い合
わせに対応するため、社会福祉協議会に成年後見センターを設
置します。

◆重粒子線がん治療支援事業【新規】60万円 ＜健康増進課＞
保険対象外の重粒子線がん治療の費用を助成することで、治
療費負担を軽減します。

みんなが元気に暮らせるまち

▲高齢者の方々が楽しく安心して暮らせるま
ちになるように、市や地域での様々な行事、
取り組みが行われている。

▲老人クラブの活動は、家の外に出て交流し、
生きがいを持って生活できる環境づくりに
も一役買っている。

暮らしやすく住み続けられるまち
市民はこれからのまちづくりに「快適で安全安心に暮らせるまち」を最も望んでいます。
次の100年の持続的発展に向け、イノベーション（変革）し続けるデジタル技術を取り入れな
がら、雪と災害に強く、自然と調和した良好な生活空間を形成し、暮らしやすく住み続けられ
るまちを目指します。

政策の柱４ 都市基盤・住環境

◆防災行政無線整備事業(戸別受信機貸与)【拡充】816万円
＜防災危機管理室＞

災害時等における情報伝達機能を強化するため、災害危険エ
リア内の世帯に対し、屋内で防災無線の情報が放送される「戸
別受信機」を貸与します。

◆ふるさと暮らし応援事業【拡充】4,884万円 ＜定住応援課＞
本市への移住・定住を促進するため、市民および市外からの
移住者を対象に、宅地取得・新築住宅などの既存の支援に加え、
建替え加算制度を創設し空き家発生の抑制にもつなげます。
・現在居住する住宅を解体し、市内に建て替える場合、新築住
宅助成に50万円加算。（新規）

・除雪機械購入費の助成額を、上限10万円に引き上げ。（拡充）

◆高齢者運転免許証自主返納支援事業【拡充】100万円
＜市民税務課＞

高齢者の運転免許証自主返納を後押しするため、贈呈品にタ
クシー券、路線バス回数券に加え、はながさ商品券も選択でき
るようにします。

◆ドーザ除雪機械購入事業【新規】4,000万円 ＜建設課＞
ロータリー装置付きドーザを購入し、きめ細かな除雪体制を
強化します。

◆除排雪経費【継続】3億5,095万円 ＜建設課＞
冬期間の安全安心な暮らしを守るため、道路の除排雪作業に
努めます。

◆緊急通報システム【新規】92万円 ＜消防本部＞
聴覚・言語機能障がい者の方が、パソコンやスマートフォン
を利用して、文字による緊急通報をできるようにします。

◆消防団ポンプ購入事業【継続】460万円 ＜消防本部＞
小型ポンプ２台（横内、細野）を更新し、消防団機能の強化
を図ります。

雪や災害に強いまち

▲屋内でも防災無線の内容が聞けるよう、貸
与される「戸別受信機」。

▲雪国尾花沢にとって欠かせない生活道路の
除排雪。きめ細かな体制により、冬でも安
全安心な通行が可能になる。

▲高齢者の運転免許証自主返納を後押しする
ため、贈呈品に追加された「はながさ商品
券」。市の窓口では引換券が配布される。

雪との共存 安全安心×

健康長寿と絆のまち



令和３年度 主な事業５つの政策の柱に沿った事業を実現するため、「プロジェクト」を掲げ、
各分野で連携し、より具体的な取り組みを推進します。

魅力的で活気ある地域をつくるためには、このまちに集う全ての人々の力が必要です。
市民と行政が一体となって知名度とまちの魅力を高め、交流から関係人口へ、そして移住の
地として選ばれるまちを目指します。
あらゆる分野で一人ひとりが個性と能力を発揮できる環境づくりを進め、活発なコミュニ
ティ活動を基盤とする市民協働のまちを目指します。

政策の柱５ 協働・行財政

◆地域おこし協力隊【継続】1,480万円 ＜定住応援課＞
地域おこし協力隊２人を新たに迎え、尾花沢そばの振興と徳
良湖花畑ガーデニング等の自然景観の保全に取り組みます。

◆移住推進協議会負担金【拡充】456万円 ＜定住応援課＞
徳良湖周辺施設を活用したお試しテレワーク（新規）や、春
夏秋冬の移住体験ツアーをオンラインで開催し、尾花沢の魅力
発信と移住促進を図ります。

◆若者チャレンジ支援事業費補助金【継続】35万円
＜定住応援課＞

若者による地域活動を支援するため、3年で総額150万円を上
限に交付します。

◆区長謝礼役職加算【新規】８万円 ＜市民税務課＞
地域づくりの推進および強化のため、連合区長会会長・副会
長の謝礼に役員加算を設けます。（役員加算：会長18,000円、副
会長12,000円）

◆地域活性化事業【新規】1,425万円 ＜社会教育課＞
地域づくりに関する窓口を社会教育課に一元化し、地域活性
化事業交付金、チャレンジ事業、地域除雪活動支援事業、集落
公民館管理費支援事業（電気水道料基本料金分の２分の１を助
成）を展開することで、地域の活性化を図ります。

◆ふるさと尾花沢応援基金事業【継続】9億2,659万円
＜定住応援課＞

ふるさと納税を通じて、本市特産の尾花沢すいかや尾花沢産
米、尾花沢牛、アスパラガスなどを全国にPRし、尾花沢ファン
の獲得に努めます。

互いに支え合い誰もが活躍できるまち

▲若者チャレンジ事業で尾花沢に新しい風を
吹き込んだ「ドツキ市」。徳良湖を会場に
開催されたマルシェでは、市内外から大勢
のお客さんで賑わった。

▲人口減少が進む各地区では、地域活性化の
カギとして、地域で活躍する人材の発掘と
地域の自主的な活動への支援が今後さらに
重要になってくる。

▲各集落にとって欠かせない存在の区長さん。
地域と行政との橋渡しとして重要な役割を
担っていただいている。

魅力を
発信

みんなが
主役

スマート
自治体× ×
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◆キャッシュレス決済導入事業【新規】50万円 ＜市民税務課＞
証明書発行手数料の支払いを、電子決済やクレジット決済できる
ように整備します。(住民票や印鑑証明など､市民税務課の窓口で交
付するすべての証明書が対象。）

◆証明書等コンビニ交付導入事業【新規】305万円 ＜市民税務課＞
マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できるサービスを導入します。
・対象となる証明書：住民票、印鑑証明、各種税証明（所得・課税・納税）
・利用時間帯：午前６時30分～午後11時（休日も対応可）

◆路線バス位置情報システム導入【新規】－円 ＜市民税務課＞
銀山線と高校生の通学に対応した新規路線（大石田駅～市役所周辺）にバス位置情報システムを導
入し、バスの運行情報を公開することで利用者の利便性向上を図ります。

◆オンライン子育て相談の実施【新規】－円 ＜健康増進課＞
育児や子どもの発育などに関する相談を、メールとオンラインでも実施します。

スマート自治体推進プロジェクト
＜政策の柱５関連＞

～デジタル技術を活用した事業～

◆若者地元回帰対策事業(移住推進協議会負担金)【新規】50万円 ＜定住応援課＞
学校や地元企業、各種団体との連携により若者の地元定着と回帰につながる各種事業を展開します。
・地域で活躍するカッコイイ大人との交流
・オンライン三十路成人式の開催

◆じもと就職応援スタートアップ激励金【新規】300万円 ＜商工観光課＞
地元定着回帰を後押しするため、市内企業に就職した本市に住所を置く新卒者に対し激励金20万円
を支給します。

◆新規学卒者採用予定企業PR事業【継続】31万円 ＜商工観光課＞
新規学卒者の採用を予定している市内企業のガイドブックを作成し、高校３年生世代の子どもがい
る世帯に配布し、地元就職を後押しします。

◆奨学金返還支援事業補助金【新規】－円

ふるさと一番！定住促進プロジェクト
＜４つの重点プロジェクトの１つ＞

～若者の定着回帰につながる事業～

＜こども教育課＞
おもたか奨学金の貸与を受けた方に対し、市内に５年
以上居住した場合、奨学金を実質全額免除します。

◆定住促進住宅用地活用事業【新規】－円 ＜建設課＞
定住促進住宅用地を15年間借り受けた市民のうち希望
者に対して、その土地を無償譲渡します。 ▲地元に就職した新規学卒者に激励金を贈呈

し、尾花沢での就職・定住を支援している。

笑顔の花咲く交流と協働のまち

▲路線バス位置情報システム導入により、
スマートフォン等でバスがどこを走って
いるのか確認することが可能に。
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１月中旬から各地で開催された
各種スキー大会。コロナ禍でも努
力の成果が発揮され、本市選手が
大活躍しました。主な大会の結果
をお知らせします。
※各大会10位までを掲載。

第
72
回
山
形
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
・
第
70
回
全
国
高

等
学
校
ス
キ
ー
大
会
県
予
選
会
・
第
43
回
東
北
高
等
学
校

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】１
月
11
日
〜
１
月
13
日

▼
女
子
フ
リ
ー
５
km

１
位
西
塚
結
（
北
村
山
高
）、
４
位

佐
藤
愛
莉（
北
村
山
高
）、５
位
大
場
友
咲（
新
庄
北
高
校
）、

８
位
落
合
虹
（
新
庄
北
高
）、
９
位
落
合
楽
（
新
庄
北
高
）

▼
男
子
フ
リ
ー
10
km

２
位
落
合
優
真
（
北
村
山
高
）、
３

位
鈴
木
竣
介（
新
庄
北
高
）、７
位
小
林
暖
大（
新
庄
北
高
）、

10
位
鶴
宮
慧
冴
（
新
庄
北
高
）
▼
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
km

１
位
大
場
友
咲
（
新
庄
北
高
校
）、
３
位
西
塚
結
（
北
村
山

高
）、
４
位
佐
藤
愛
莉
（
北
村
山
高
）、
６
位
落
合
虹
（
新

庄
北
高
）▼
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
km

３
位
鈴
木
竣
介（
新

庄
北
高
）、
４
位
落
合
優
真
（
北
村
山
高
）、
７
位
小
林
暖

大
（
新
庄
北
高
）
▼
女
子
リ
レ
ー
５
km
×
３

１
位
新
庄

北
高
（
大
場
友
咲
、
落
合
虹
）、
２
位
北
村
山
高
（
西
塚
結
、

佐
藤
愛
莉
）
▼
男
子
リ
レ
ー
10
km
×
４

１
位
新
庄
北
高

（
小
林
暖
大
、
鈴
木
竣
介
）

第
43
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
２
０
２
１

あ
じ
ゃ
ら
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】１
月
27
日
〜
１
月
28
日

▼
男
子
フ
リ
ー
10
km

２
位
落
合
優
真
（
北
村
山
高
）、
８

位
鈴
木
竣
介
（
新
庄
北
高
）
▼
女
子
フ
リ
ー
５
km

５
位

大
場
友
咲
（
新
庄
北
高
校
）、
10
位
落
合
虹
（
新
庄
北
高
）

▼
女
子
５
km
フ
リ
ー
中
学
生

６
位
落
合
杏
（
福
原
中
）

▼
男
子
リ
レ
ー
10
km
×
４

３
位
新
庄
北
高
（
鈴
木
竣
介
、

小
林
暖
大
）
▼
女
子
リ
レ
ー
５
km
×
３

３
位
新
庄
北
高

（
大
場
友
咲
、
落
合
虹
）、
４
位
北
村
山
高
（
佐
藤
愛
莉
、

西
塚
結
）

第
70
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】
２
月
８
日
〜
２
月
10
日

▼
女
子
５
km
ク
ラ
シ
カ
ル

５
位

大
場
友
咲
（
新
庄
北

高
）
▼
女
子
リ
レ
ー
３
×
５
km

９
位
北
村
山
高
（
西
塚

結
、
佐
藤
愛
莉
）、
10
位
新
庄
北
高
（
大
場
友
咲
、
落
合
虹
）

第
76
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
山
形
県
予
選
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】
１
月
14
日

▼
少
年
女
子
５
km

１
位
大
場
友
咲
（
新
庄
北
高
校
）、
３

位
西
塚
結
（
北
村
山
高
）、
４
位
佐
藤
愛
莉
（
北
村
山
高
）、

５
位
落
合
虹
（
新
庄
北
高
）
▼
少
年
男
子
10
km

２
位
鈴

木
竣
介
（
新
庄
北
高
）、
４
位
落
合
優
真
（
北
村
山
高
）、

８
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
中
）、
９
位
小
林
暖
大
（
新
庄
北

高
）
▼
成
年
男
子
Ａ
10
km

２
位
坂
木
宥
也
（
日
本
大
学
）、

４
位
落
合
稜
介
（
青
森
大
学
）、
５
位
三
浦
壱
成
（
近
畿
大

学
）、
６
位
石
山
柊
平
（
東
京
農
業
大
学
）、
７
位
渡
辺
啓

豊
（
日
本
大
学
）

山
形
県
中
学
校
ス
キ
ー
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
県
代
表
選
考
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】
１
月
12
日

▼
ク
ラ
シ
カ
ル
男
子

１
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
中
）、
４

位
落
合
信
輝（
尾
花
沢
中
）、６
位
遠
藤
雅
空（
尾
花
沢
中
）

▼
フ
リ
ー
男
子

１
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
中
）、
６
位
落

合
信
輝
（
尾
花
沢
中
）、
８
位
遠
藤
雅
空
（
尾
花
沢
中
）
▼

ク
ラ
シ
カ
ル
女
子

２
位
鈴
木
玲
菜
（
福
原
中
）、
７
位
落

合
杏
（
福
原
中
）
▼
フ
リ
ー
女
子

１
位
鈴
木
玲
菜
（
福

原
中
）、
５
位
落
合
杏
（
福
原
中
）

【ア
ル
ペ
ン
競
技
】

▼
回
転
男
子

５
位
小
松
大
晟
（
尾
花
沢
中
）
▼
大
回
転

男
子

８
位
小
松
大
晟
（
尾
花
沢
中
）
▼
大
回
転
女
子

６
位
佐
久
間
優
衣
（
尾
花
沢
中
）

第
39
回
尾
花
沢
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】
２
月
21
日

▼
小
学
４
年
以
下
女
子
2.5
km
フ
リ
ー

１
位
本
間
鼓
白

（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
２
位
庄
司
愛
來
（
福
原
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）、
３
位
五
十
嵐
江
（
常
盤
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、

５
位
小
牧
紅
里（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、７
位
高
橋
夏
菜（
玉

野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
10
位
古
郡
妃
菜
（
常
盤
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
小
学
５
年
女
子
2.5
km
フ
リ
ー

２
位

尾
﨑
璃
子
（
玉
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
小
学
６

年
女
子
2.5
km
フ
リ
ー

１
位
大
場
明
咲
（
福
原
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）、
２
位
渡
辺
叶
憂
（
福
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、

９
位
押
切
聖
奈
（
宮
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
小
学
４
年

以
下
男
子
2.5
km
フ
リ
ー

１
位
渡
辺
翔
斗
（
福
原
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）、
２
位
有
路
太
陽
（
玉
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）、
３
位
鈴
木
颯
汰
（
福
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
５

位
石
川
玲
夢
（
玉
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
小
学

５
年
男
子
2.5
km
フ
リ
ー

１
位
近
藤
凌
久
（
玉
野
ス
キ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
３
位
庄
司
瑛
太
（
福
原
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）、
６
位
堀
江
玲
音
（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
７
位
折

原
謙
心
（
玉
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
８
位
笹
原
大

輝
（
常
盤
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
９
位
石
川
飛
夢
（
福
原
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
小
学
６
年
男
子
2.5
km
フ
リ
ー

２
位

落
合
大
翔
（
玉
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
３
位
安
西

思
温
（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
４
位
小
林
亮
輝
（
尾
花
沢
ク

ロ
カ
ン
）、
９
位
小
牧
颯
太
（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
10
位

原
田
直
緒
（
宮
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▼
中
学
男
子
５
km

フ
リ
ー

１
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
２
位
落

合
信
輝
（
尾
花
沢
ク
ロ
カ
ン
）、
５
位
遠
藤
雅
空
（
尾
花
沢

ク
ロ
カ
ン
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
２
１

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
全
日
本
中
学
生

選
抜
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】
３
月
13
日
〜
３
月
14
日

▼
中
学
１
年
10
km
ク
ラ
シ
カ
ル

第
１
位
落
合
信
輝
（
尾

花
沢
中
）
▼
中
学
２
年
10
km
ク
ラ
シ
カ
ル

第
４
位
遠
藤

雅
空
（
尾
花
沢
中
）
▼
中
学
３
年
10
km
ク
ラ
シ
カ
ル

第

２
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
中
）
▼
中
学
１
年
10
km
フ
リ
ー

第
６
位
落
合
信
輝（
尾
花
沢
中
）▼
中
学
２
年
10
km
フ
リ
ー

第
８
位
遠
藤
雅
空（
尾
花
沢
中
）▼
中
学
３
年
10
km
フ
リ
ー

第
６
位
遠
藤
佳
人
（
尾
花
沢
中
）

２
０
２
１
全
日
本
小
学
生
選
抜
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

３
月
20
日
〜
３
月
21
日

▼
男
子
2.5
km
ク
ラ
シ

カ
ル

第
１
位
落
合

大
翔
(玉
野
小
)▼
男

子
2.5
km
フ
リ
ー

第

４
位
落
合
大
翔
(玉

野
小
）
▼
女
子
2.5
km

ク
ラ
シ
カ
ル

第
１

位
大
場
明
咲
（
福
原

小
）
▼
女
子
2.5
km
フ

リ
ー

第
４
位
大
場

明
咲
（
福
原
小
）





〜
避
難
所
等
で
の
電
力
供
給
が

電
気
自
動
車
か
ら
可
能
に
〜

３
月
11
日
、
市
と
山
形
日
産
自
動
車

㈱
、
日
産
プ
リ
ン
ス
山
形
販
売
㈱
、
日

産
自
動
車
㈱
と
の
４
者
に
よ
る
「
電
気

自
動
車
を
活
用
し
た
災
害
連
携
協
定
」

締
結
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
が
起
き

た
際
、
日
産
自
動
車
販
売
店
よ
り
電
気

自
動
車
を
無
償
で
貸
与
い
た
だ
き
、
避

難
所
等
で
の
非
常
用
電
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

日
産
自
動
車
に
よ
る
と
、
蓄
電
容
量
62

ｋ
ｗ
ｈ
の
電
気
自
動
車
の
場
合
、
公
民

館
規
模
の
避
難
所
で
、
約
３
日
分
の
電

力
供
給
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

３
月
16
日
、
市
と
新
生
園
と
の
「
災

害
時
等
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
と
し
て

の
施
設
利
用
等
に
関
す
る
協
定
」
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
祉
避
難
所
と

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ
の
他
特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
設
備
や
機
材
、
人
材

を
備
え
た
避
難
施
設
を
言
い
ま
す
。
市

内
で
唯
一
、
中
長
期
宿
泊
機
能
を
備
え

た
障
が
い
者
福
祉
施
設
で
あ
る
新
生
園

と
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た

際
、
指
定
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な

障
が
い
者
等
と
そ
の
家
族
が
、
新
生
園

を
避
難
先
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。





▲締結式終了後に行われた、電気自動車を使用
した給電デモンストレーション。携帯電話へ
の充電や、炊飯器・テレビ等が稼働する様子が
披露されました。

新
生
園
が
災
害
時
「
福
祉
避

難
所
」
と
し
て
利
用
可
能
に

日
産
自
動
車
と
｢電
気
自
動
車
を

活
用
し
た
災
害
連
携
協
定
｣締
結

▲「機能を十分に兼ね備えた施設を利用してもらい、
今後も市と協力して障がい者を始め市民の力になれ
るよう努めたい。」とあいさつした社会福祉法人徳良
会 障害者支援施設｢新生園｣の笹原守園長(写真左）

〜
尾
花
沢
市
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
選
手
に

２
人
の
選
手
が
就
任
〜

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
で
は
、
選
手
が

山
形
県
内
全
35
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ

Ｒ
・
広
報
活
動
を
行
う
「
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
と
し
て
情
報
発
信
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
を
始
め
ま
す
。

本
市
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
選
手
と
し
て
、

ヴ
ィ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
選
手

と
堀
米
勇
輝
選
手
が
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
２
人
の
選
手
は
、
広
報
紙
で
の
活

動
紹
介
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
学
校
活
動
参
加
に
よ
り
、
尾
花
沢
市

の
魅
力
を
市
外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
｢35
市
町
村
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣開
始

№11
堀米 勇輝(ほりごめ ゆうき)選手
ポジション：
MF(ミッドフィルダー）

№９
ヴィニシウス・アラウージョ選手
ポジション：
FW(フォワード）

▲３月30日、全国大会で優勝した選手が市役所を訪れ、
大会結果を報告しました。（写真左側２人目から順
に落合信輝さん、落合大翔さん、大場明咲さん。）

▲２月21日に開催された尾花沢スキー
選手権大会の様子。）

©MONTEDIO YAMAGATA
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玉野小６年生が市役所で黒板アート制作
小学校最後の思い出を絵に込めて２/27

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※画面右) → 最新の記事 → ニュース特急便

尾花沢小６年生の総合学習で、「今だからこそおばねにスマイルを！」をテーマに、コロナで大変な
時こそふるさとを笑顔にしたいと考え、地域活動を行いました。
６年２組では、市内パン工房でパン作りを体験。「コロナ禍の中、高齢者施設で頑張っている職員の

皆さんを元気づけたい」と、作ったパンを特別養護老人ホーム「よつば荘」に寄贈。職員への励まし
の手紙も添えられ、思いがけず受け取った職員の皆さんは感激した様子でした。
６年１組では、「スイカ」「花笠」「尾花沢牛」をモチーフにしたオリジナルのキーホルダーを作り、

市役所で販売。庁舎内で児童自ら呼びかけを行うと、お客さんが大勢集まり、あっという間に完売。
売上金25,538円は市へ寄附していただきました。寄附金は、市の福祉活動に役立てられます。

｢市報おばなざわ｣２月15日号で紹介した黒
板アート制作者の阿部勤さんが呼びかけ、玉
野小６年生の皆さんが市役所で黒板アートに
挑戦。チョークで玉野地区のシンボル「二ツ
森」やアニメのイラストなどを思い思いに描
き、小学校最後の思い出づくりをしました。

福原小１・２年生が名木沢生産森林組合の
方々の指導を受けながら、約70本の原木にシ
イタケの菌を埋め込む体験をし、キノコが育
つ仕組みや原木の管理方法を学びました。今
年の秋には、この日作業を行った児童たちが
シイタケの収穫を行います。

３/15
６年２組のグループ
手作りパンを
市内福祉施設へ寄贈３/12

スポーツマンシップとは何かを考えるオン
ライン授業が行われ、太田渉子選手と人型ロ
ボットPepperが生徒にクイズを出題しまし
た。生徒は、クイズを通してスポーツマン
シップとは尊重・勇気・覚悟の気持ちを持つ
事だと学び、「スポーツマンになりたいか？」
という問いには全員がなりたいと答えました。

太田渉子選手とオンラインで授業
福原中学校スポーツマンシップ教育３/４

介護サービス相談員として永年活動に尽力
された方を対象に、表彰状が贈られました。
本市では５人の方が介護相談員として、介護
施設等を定期的に訪問し、利用者の傾聴・相
談を行い、事業所や市との橋渡しをするとと
もに、介護サービスの質の向上、介護保険制
度の普及啓発に努めています。

介護サービス相談員永年活動功労者表彰
利用者に寄り添う活動に尽力２/26

森の学校自然学習会
大きくおいしい
シイタケにな～れ！３/１

６年１組のグループ
手作りキーホルダー販売
で売上金を市へ寄附

消防記念日消防訓練
空をめがけて一斉放水３/７

消防団員や消防署員など約80人が参加して
行われた消防訓練。中心商店街活性化セン
ター前の通りでは、団員による一斉放水や分
列行進が披露されました。沿道に駆けつけた
団員の家族たちは、真剣に取り組む訓練の様
子を頼もしそうに見守っていました。

牛房野地区の星川昭雄さん宅で、敷地内に
３ｍの巨大な雪像を制作。７回目の今年の
テーマはお孫さんにリクエストされた子ども
に大人気のキャラクター。絵本などを参考に
大きさや形を研究し、本物はこんな感じ？と
想像膨らむ雪像ができました。

牛房野で巨大雪像を制作
本物そっくり!?
アニメの世界を雪像で表現３/16

※授業は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。 ※出来上がった作品は、市役所正面玄関脇に展示して
いますので、ぜひご覧ください。

※｢15年以上活動表彰｣を受けた名雪きみえさん（写真右
端）と西塚京子さん(右から３人目）。｢10年以上活動
表彰｣を受けた小野由美子さん(写真左端）。

～尾花沢小６年生が総合学習で地域に貢献～

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
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編集委員の皆さん

左から 佐藤芽華 阿部珠羅 岸 拓海
vol.52

北村山高校では３月１日に卒業式がありまし
た。これからも先輩方がそれぞれの道で活躍
してくれることを期待しています

北
村
山
高
校
で
は
、
３
月
１
日
に
卒
業

式
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を

徹
底
す
る
た
め
、
在
校
生
の
出
席
は
代
表

の
生
徒
会
長
の
み
と
し
、
保
護
者
の
方
々

の
入
場
に
も
人
数
制
限
を
設
け
る
な
ど
、

例
年
と
は
違
う
形
で
の
卒
業
式
と
な
り
ま

し
た
。

卒
業
を
迎
え
る
先
輩
方
の
進
路
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
、

地
元
や
県
内
外
へ
の
就
職
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
先
輩
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

先
で
ま
た
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
先
輩
方
は
、
学
校
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
常
に
私
た
ち
の
先
頭
に
立

ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
仲
間
と
と
も
に
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ひ
た
む
き
に
努
力
を
重
ね
る
そ
の
姿

は
、
私
た
ち
が
憧
れ
る
最
も
身
近
な
目
標

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
ど
う
頑
張
っ

て
い
く
か
、
先
輩
方
の
背
中
を
追
い
な
が

ら
、
私
た
ち
在
校
生
も
学
業
や
部
活
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
北
村
山
高
校
の
生
徒
全
員
で
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
北
村
山

高
校
を
よ
り
一
層
良
い
学
校
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲たき火を囲みながらの交流会

お
と
と
し
、
高
校
の
先
輩
に

強
引
に
(？
)誘
わ
れ
首
都
圏
尾

花
沢
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

私
は
最
初
の
１
年
間
だ
け
で

し
た
が
尾
花
沢
高
校
で
教
員
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

（
そ
の
時
の
経
験
が
貴
重
な
財

産
に
な
り
ま
し
た
。）
そ
の
後
は

東
京
の
私
立
高
校
で
２
年
、
都
立
高
校
で
38
年
勤
務
し
ま
し
た
。

現
在
は
２
つ
の
大
学
に
出
講
し
て
い
ま
す
。
都
立
高
校
で
は
両
親

と
も
に
尾
花
沢
出
身
の
生
徒
１
人
と
出
会
い
、
父
方
、
母
方
の
ど

ち
ら
か
が
尾
花
沢
出
身
の
生
徒
と
は
10
人
以
上
出
会
い
ま
し
た
。

ま
た
夏
休
み
に
帰
省
し
た
折
、
当
時
教
え
て
い
た
生
徒
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
尾
花
沢
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に

来
て
い
る
の
で
先
生
も
来
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
、
お
邪
魔
し
た
と

こ
ろ
大
変
な
歓
待
を
受
け
た
こ
と
な
ど
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

さ
て
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と
で
す
。
私
も
自
粛
し
て
昨
年
か

ら
丸
１
年
帰
省
を
控
え
て
い
ま
す
。
実
家
は
現
在
空
き
家
で
す
。

コ
ロ
ナ
以
前
は
月
１
回
ペ
ー
ス
で
帰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
家
の
管

理
、
特
に
今
年
は
大
雪
の
事
で
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
親
せ
き
、

友
人
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
頼
れ
る
郷
里
で
す
。

空
き
家
の
件
で
は
市
の
方
で
も
悩
み
の
種
で
し
ょ
う
が
、
私
も

当
事
者
と
し
て
管
理
等
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り

で
す
。

コ
ロ
ナ
が
克
服
さ
れ
、
心
配
な
く
帰
省
で
き
る
こ
と

を
首
都
圏
在
住
の
尾
花
沢
の
仲
間
と
共
に
待
ち
望
ん
で

い
ま
す
。

首都圏尾花沢会
柿崎 廣幸 さん
(東京都あきる野市)

OBANAZAWA ACTIVE FIELD
｢尾花沢をアクティブな場所に！｣

市
内
在
住
の
メ
ン
バ
ー
３
人
が
「
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｆ
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｄ
（
オ
バ
ナ
ザ
ワ
ア
ク
テ
ィ
ブ

フ
ィ
ー
ル
ド
）」
を
設
立
し
た
。
四
季
の

自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
尾
花
沢
の

魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
し
て
お
り
、「
親

か
ら
雪
遊
び
は
楽
し
い
と
教
え
て
も
ら
っ

た
。
今
度
は
自
分
た
ち
が
雪
や
自
然
の
遊

び
方
を
伝
え
た
い
」
と
情
熱
を
燃
や
す
。

春
に
は
植
物
が
芽
吹
く
山
を
バ
ギ
ー
で

駆
け
あ
が
っ
て
山
菜
取
り
。
夏
に
は
、
ス

イ
カ
作
り
体
験
会
で
、
つ
る
引
き
作
業
の

大
切
さ
と
面
白
さ
を
体
験
し
、
ス
イ
カ
の

み
ず
み
ず
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

秋
は
落
ち
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
進
む
紅
葉

バ
ギ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
企
画
し
て
い
る
。

去
る
３
月
27
日
に
は
「
雪
あ
そ
び
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
し
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

徳
良
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
雪
中
・

満
月
キ
ャ
ン
プ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
」
を
開
催
し
た
。

ス
ノ
ー
バ
ギ
ー
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
そ

れ
か
ら
長
靴
で
気
軽
に
楽
し
め
る
雪
板
の

体
験
、た
き
火
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
、雪
中
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
雪
遊
び
を

満
喫
し
た
。

除
雪
は
重
労
働
だ
が
、
雪
の
可
能
性
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
心
に
遊
び
を
持
ち
「
雪

遊
び
最
高
！
」
に
変
え
て
、
雪
の
力
で
市

外
か
ら
も
人
が
集
ま
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

子
ど
も
達
に
雪
は
楽
し
い
文
化
だ
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
、「
10

年
後
、
20
年
後
に
は
雪
が
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
の
強
い
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
ね
」
な

ど
と
メ
ン
バ
ー
３
人
で
、
今
後
の
展
望
を

楽
し
く
、
時
に
熱
く
語
り
合
っ
て
い
る
。

▲Instagramで
情報配信中♪

▲プロによるBBQフルコース料理(*′▽｀*)
サーモンの新たな魅力発見

▲子どもたちが参加した｢雪板｣の体験
集中している顔って素敵ですね～
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■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
締
切
／
４
月
30
日
(金
)ま
で

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
５
月
下
旬
頃

※
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係

☎
(22
)１
１
１
４

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

窓
口
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等
の

証
明
書
を
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

支
払
い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
65
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

応
援
に
つ
い
て
の
お
願
い

○
お
も
だ
か
保
育
園
へ

●
看
板
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
13
本
、
絵
本

・
紙
芝
居
23
冊
(令
和
２
年
度
保
護
者
会
）

〇
宮
沢
小
学
校
へ

●
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ

１
台

(令
和
２
年
度
卒
業
生
一
同
）

〇
玉
野
小
学
校
へ

●
加
湿
空
気
清
浄
機

１
台

(大
類
恵
子
氏
(若
葉
町
））

〇
福
原
小
学
校
へ

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
台

１
台

(令
和
２
年
度
卒
業
生
一
同
）

市営住宅 入居者募集
募集住宅 所在

地区
戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 １ 昭和54年建築／４階３ＤＫ

16,000～
31,500円 なし

・
単
身
入
居
可
（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
）

・
一
般
世
帯
向長根下住宅

２号棟
(ＲＣ造４階建)

新町 ３ 昭和55年建築／３･４階３ＤＫ
16,200～
31,900円 なし

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 １ 平成10年建築／１階

３ＤＫ
17,500～
34,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 ４ 平成10年建築／３・４階

３ＤＫ
22,700～
44,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
２・３号棟
(ＲＣ造４階建)

荒楯 ３ 平成12年建築／１階
２ＤＫ

18,360～
36,100円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 １

平成13年建築／３階
１ＤＫ

エレベーター有

19,500～
38,200円

月額
2,600円
(屋内)

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 ３

平成13年建築／
２・３・４階 ２ＤＫ
エレベーター有

22,700～
44,700円

月額
2,600円
(屋内)

期限付入居
小学6年以下の
子がいる世帯

６
月
７
日
に
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
本
市
を
通
過

し
ま
す
。
市
で
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
実

施
に
あ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
(予
定
)／
６
月
７
日
(月
)

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
場
所
／
市
役
所
周
辺

■
対
象
者
／
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、

そ
の
他
聖
火
リ
レ
ー
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
た
い
方

■
申
込
方
法
／
４
月
30
日
(金
)ま
で
左

記
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

【内
線
325
〜
327
】

こ
れ
ま
で
65
回
の
歴
史
を
重
ね
て
き

た
本
大
会
で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
様
々
な
制
約
が
あ
る
大
会
運
営

と
な
り
ま
す
。
大
声
を
出
し
て
の
沿
道

応
援
、
大
人
数
で
密
に
な
る
応
援
等
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
((株
)山
形
新
聞
内
）

☎
０
２
３
(664
)０
２
９
３

風
し
ん
の
抗
体
検
査
、
予
防
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

妊
娠
初
期
の
女
性
が
｢風
し
ん
｣に
か

か
る
と
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
発

症
す
る
可
能
性
が
あ
る
「
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
」
の
予
防
の
た
め
、
妊
娠
を

予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
方
等
に
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
確
認

す
る
｢抗
体
価
検
査
の
費
用
｣と
｢予
防

接
種
費
用
｣を
助
成
し
ま
す
。

■
風
し
ん
抗
体
検
査
の
対
象
者
／

①
妊
娠
を
希
望
す
る
昭
和
45
年
４
月
２

日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性

②
①
の
対
象
者
の
う
ち
抗
体
価
が
不
十

分
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
女
性
の
夫

お
よ
び
同
居
家
族

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
（
抗
体
価
が
不

十
分
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
方
）
の

夫
お
よ
び
同
居
家
族

※
過
去
に
助
成
を
受
け
た
方
、
予
防
接

種
歴
が
２
回
あ
る
方
、
罹
患
歴
が
あ

る
方
、
妊
娠
中
、
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象
者

・
右
記
の
抗
体
検
査
の
対
象
者
で
抗
体

価
が
不
十
分
と
確
認
さ
れ
た
方
（
令

和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
妊
婦
健
診
で
抗
体
価
が

不
十
分
と
確
認
さ
れ
た
方
は
抗
体
検

４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
診
療

日
に
加
え
、
毎
週
木
曜
日
午
後
の
診
療

を
追
加
し
ま
し
た
。

■
追
加
診
療
日
時
／
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課
総

務
係

☎
(42
)２
１
１
１

北
村
山
公
立
病
院

小
児
科
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

古
文
書
解
読
入
門
講
座

受
講
者
募
集

■
資
格
／
高
校
卒
業
以
上
で
、
昭
和
47

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

■
募
集
人
数
／
１
人

■
業
務
内
容
／
環
境
衛
生
事
業
業
務

(夜
勤
等
の
交
代
勤
務
あ
り
）。
焼
却

炉
監
視
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
業
務
。

■
勤
務
場
所
／
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内

(尾
花
沢
市
毒
沢
地
内
）

■
受
付
期
間
／
４
月
30
日
(金
)ま
で

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
申
込
方
法
／
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴

書
を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

(当
日
消
印
有
効
）。
後
日
面
接
あ
り

問
(有
)か
ん
き
ょ
う
ク
リ
ー
ン
公
社

総
務

☎
(25
)２
１
２
７

〒
999－

4555
尾
花
沢
市
大
字
毒
沢
地
内

市
報
４
月
１
日
号
に
折
り
込
み
さ
れ

た
「
日
曜
・
祝
日
急
患
診
療
当
番
医
療

機
関
の
お
知
ら
せ
」
の
上
か
ら
４
段
目

が
「
令
和
２
年
」「
令
和
３
年
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
令

和
３
年
」「
令
和
４
年
」
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係
【内
線
620
】

東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

※家賃は令和３年度のものです。

５
月
６
日
〜
住
民
票
等
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
始
ま
り
ま
す

｢日
曜
・
祝
日
急
患
診
療
当
番
医
療
機

関
の
お
知
ら
せ
｣に
訂
正
が
あ
り
ま
す

問
市
民
税
務
課
市
民
年
金
係

【内
線
131
〜
135
】

証明書発行手数料に使える決済サービス

クレジット DC・VISA・JCB・
Master・AMEX・Diners

電子マネー
楽 天 Edy ・ nanaco ・
WAON・QUICpay・交通系
(Suica・PASMO等）

ＱＲ・
バーコード

LINEpay・メルpay・
auPAY 順次追加予定(ｄ
払い・paypay・Rpay）

※デビットカードも使えます。

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

■
試
験
職
種
(採
用
予
定
数
)／
看
護
師

(16
人
)、
薬
剤
師
(１
人
）、
臨
床
検

査
技
師
(１
人
）、
理
学
療
法
士
(２

人
）、
作
業
療
法
士
(１
人
）、
上
級

行
政
職
(１
人
）

■
受
付
期
間
／
５
月
28
日
(金
)ま
で

■
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
試
験
日
／
６
月
13
日
(日
）

■
受
験
資
格
／
平
成
３
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
既
に
当
該
職

種
の
資
格
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
令
和
４
年
４
月
末
日
ま
で
に

当
該
職
種
の
資
格
免
許
を
取
得
見
込

み
の
方
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課
総

務
係

☎
(42
)２
１
１
１

査
を
省
略
で
き
ま
す
）

■
申
請
時
持
ち
物
／
①
接
種
を
受
け
る

方
の
印
鑑
、
②
運
転
免
許
証
な
ど
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の
、
③
妊
娠
し

て
い
る
女
性
の
夫
お
よ
び
家
族
が
申

請
す
る
場
合
は
母
子
健
康
手
帳

問
健
康
増
進
課
【内
線
620
〜
622
】

か
ん
き
ょ
う
ク
リ
ー
ン
公
社
社
員
募
集

江
戸
時
代
の
尾
花
沢
の
古
文
書
を
読

め
る
人
を
増
や
し
、
貴
重
な
史
料
の
保

存
に
つ
な
げ
る
た
め
、
古
文
書
解
読
講

座
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
講
師
／
米
沢
女
子
短
期
大
学
非
常
勤

講
師
梅
津
保
一
先
生

■
期
間
／
４
月
〜
３
月
の
第
４
月
曜
日

■
時
間
／
午
後
７
時
15
分
〜
午
後
８
時

45
分

※
４
月
26
日
午
後
７
時
15
分
〜
開
校
式
。

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト

■
会
費
／
４
千
円

■
申
し
込
み
／
左
記
ま
で
電
話
申
込

問
歴
史
散
歩
の
会
(石
川
)

☎
０
９
０
(２
２
７
１
)１
０
１
５

( ）


